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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 69,474 2.0 198 ― △877 ― △1,539 ―
24年3月期第2四半期 68,109 32.7 △574 ― △2,069 ― △2,315 ―

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 △2,274百万円 （―％） 24年3月期第2四半期 △2,863百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 △39.30 ―
24年3月期第2四半期 △59.10 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第2四半期 144,572 70,785 48.6 1,793.47
24年3月期 160,786 73,260 45.2 1,857.15
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  70,231百万円 24年3月期  72,735百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
25年3月期 ― 5.00
25年3月期（予想） ― 5.00 10.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 167,500 0.8 5,500 28.8 5,300 70.2 4,000 189.4 102.13



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料３ページ「サマリー情報（注記情報）に関する事項」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料３ページ「サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 
（注）当社及び国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間より、有形固定資産の減価償却の方法を、定率法から定額法へ変更していますが、これは四
半期連結財務諸表規則第10条の５（会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合）の規定に該当するため、「2) 1)以外の会計方
針の変更」と「3) 会計上の見積りの変更」とを「有」にしております。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてそ
の実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご
利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  有
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 39,540,000 株 24年3月期 39,540,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 380,655 株 24年3月期 375,147 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 39,162,495 株 24年3月期2Q 39,173,036 株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要などを背景とする回

復の兆しが見られたものの、欧州債務問題の再燃による世界的な金融不安の拡大や円高の長期化に

加え、日中関係の悪化により先行きは不透明で予断を許さない状況が続いております。海外経済

は、長引く欧州経済危機、米国経済回復の遅れ、中国での景気減速などもあり、依然として厳しい

状況が続いております。  

当社グループは、日立グループのインフラシステムグループの一員として医療機器事業を推進す

るため、高収益企業体質への変革及びグローバル事業の一層の推進に取り組んでまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は、69,474百万円と前年同期比2.0％の増収

となり、営業利益は198百万円(前年同期は営業損失574百万円)、経常損失は877百万円(前年同期は

経常損失2,069百万円)、四半期純損失は1,539百万円(前年同期は四半期純損失2,315百万円)となり

ました。 

  

(セグメント別売上高の概況） 

医療機器事業は、診断用超音波装置、Ｘ線装置及び放射線治療装置が前年同期を上回りました

が、Ｘ線ＣＴ装置は前年同期並み、ＭＲイメージング装置は前年同期を下回りました。 

診断用超音波装置は、海外では、欧州経済危機による買い控えの影響や円高による価格競争力の

低下など厳しい状況が続いており、前年同期を下回りました。国内では依然として競合他社との価

格競争で厳しい状況が続いているものの、日立アロカメディカル(株)統合の効果も出始め、前年同

期を上回りました。この結果、全体では前年同期を上回りました。 

ＭＲイメージング装置は、国内では永久磁石方式がネオジム高騰の影響もあり前年同期を下回り

ました。海外では米国において前年同期を下回り、全体では前年同期を下回りました。 

Ｘ線ＣＴ装置は、国内外ともに64スライスＣＴ装置が前年同期を上回りましたが、サービス収入

が国内外で減少し、全体では前年同期並みとなりました。 

Ｘ線装置は、国内ではデジタル透視撮影システム及び一般撮影装置が好調でしたが、海外では不

振でした。全体では前年同期を上回りました。  

この結果、医療機器事業全体で前年同期比394百万円(0.7％増)増の57,582百万円となりました。 

  

医療情報システム事業は、日立メディカルコンピュータ(株)の電子カルテシステムが堅調で前年

同期比428百万円(10.1％増)増の4,647百万円となりました。 

  

汎用分析装置事業は、放射能汚染の除染事業に関する需要が続いているため前年を大きく上回り

ました。また原子力発電所立地自治体向けの放射線(能)監視装置が堅調に推移しました。 

この結果、前年同期比448百万円(12.3％増)増の4,098百万円となりました。  

  

医用分析装置事業は、検体前処理分注装置の主要顧客である医療機関の検体検査部門、臨床検査

センター向けや診断薬メーカーへのＯＥＭ分析装置が国内外ともに堅調に推移しました。 

この結果、前年同期比96百万円(3.1％増)増の3,144百万円となりました。  

  

当第２四半期末の財政状態は、総資産が前連結会計年度末と比べて16,214百万円減少し、

144,572百万円となりました。これは、現金及び預金の2,092百万円増加、受取手形及び売掛金の

18,938百万円減少、たな卸資産682百万円増加などによるものです。 

  

負債は、前連結会計年度末と比べて13,739百万円減少し、73,787百万円となりました。これは支

払手形及び買掛金の7,420百万円減少、短期借入金の3,327百万円の減少、その他流動負債の2,092

百万円の減少などによるものです。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報
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純資産は、前連結会計年度末と比べて2,475百万円減少し、70,785百万円となりました。これ

は、主として利益剰余金の1,735百万円減少、為替換算調整勘定の552百万円減少などによるもので

す。 

当第２四半期連結累計期間は、前回発表予想に比べ、売上高減少・営業利益増となりました。今

後の国内・海外経済とも、依然として不透明な状況が続いておりますが、現状、平成24年４月25日

に公表いたしました予想数値の変更をしておりません。 
  
  

 （連結子会社の事業年度に関する事項の変更） 

従来、連結子会社のうち決算日が12月31日である阿洛卡国際貿易(上海)有限公司、阿洛卡精密儀

器(大連)有限公司、上海阿洛卡医用儀器有限公司、HITACHI ALOKA MEDICAL KOREA,Ltd、台湾日立

亜禄加醫療設備股份有限公司、ALOKA TRIVITRON MEDICAL TECHNOLOGIES PRIVATE LIMITEDの６社に

ついては同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上

必要な調整を行っておりましたが、連結財務情報のより適正な開示を図るために、第１四半期連結

会計期間より四半期連結決算日現在で仮決算を行い連結する方法に変更しております。この仮決算

により、当第２四半期連結累計期間は平成24年１月１日から平成24年９月30日までの９ヶ月間を連

結しております。                   

     

 （税金費用の計算） 

当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。 

但し、見積実効税率を使用できない会社については、法定実効税率を使用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

 （減価償却方法の変更） 

従来、当社及び国内連結子会社は、有形固定資産の減価償却方法について、定率法（ただし、平

成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備は除く)については定額法）を採用しておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より、定額法に変更しております。この変更は、中期経営計画

（2011年10月改訂）において、先進国を中心とした高性能・上級機、新興国を中心とした低価格・

普及機という、医療事業の二極化に対応した事業構造を構築するべく、市場の拡大が期待される新

興国向け製品の生産拠点として連結子会社である日立医療系統(蘇州)有限公司の新工場が当連結会

計年度から稼働する一方、国内生産拠点は市場が安定的な先進国向け製品の生産にシフトを進める

ことから、このようなグループ生産拠点間の戦略的生産方針の転換を契機に有形固定資産の減価償

却方法について再度検討したところによるものであります。その結果、当社及び国内連結子会社の

有形固定資産は、新興国向け低価格・普及機の生産から、需要の安定した先進国向け高性能・上級

機の生産へとシフトすることに伴い、稼働状況が安定化してきており、今後も稼働状況の平準化が

見込まれることから、より適切な原価配分を行うために、減価償却方法を定額法に変更することが

使用実態をより適切に反映するものと判断いたしました。                  

この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の減価償却費は

202百万円減少し、営業利益は161百万円増加し、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞ

れ161百万円減少しております。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,151 15,243

受取手形及び売掛金 56,716 37,778

商品及び製品 18,645 20,382

仕掛品 12,369 11,552

原材料及び貯蔵品 12,327 12,089

その他 9,006 9,317

貸倒引当金 △544 △512

流動資産合計 121,670 105,849

固定資産

有形固定資産 19,896 19,784

無形固定資産

のれん 2,301 2,241

その他 12,084 12,343

無形固定資産合計 14,385 14,584

投資その他の資産

その他 5,168 4,698

貸倒引当金 △333 △343

投資その他の資産合計 4,835 4,355

固定資産合計 39,116 38,723

資産合計 160,786 144,572

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 28,712 21,292

短期借入金 24,141 20,814

未払法人税等 1,128 307

製品保証引当金 1,612 1,479

その他 18,091 15,999

流動負債合計 73,684 59,891

固定負債

退職給付引当金 10,882 11,197

役員退職慰労引当金 483 287

その他 2,477 2,412

固定負債合計 13,842 13,896

負債合計 87,526 73,787
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 13,884 13,884

資本剰余金 21,211 21,211

利益剰余金 42,515 40,780

自己株式 △458 △464

株主資本合計 77,152 75,411

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 274 63

土地再評価差額金 △2,850 △2,850

為替換算調整勘定 △1,841 △2,393

その他の包括利益累計額合計 △4,417 △5,180

少数株主持分 525 554

純資産合計 73,260 70,785

負債純資産合計 160,786 144,572
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

売上高 68,109 69,474

売上原価 43,934 45,579

売上総利益 24,175 23,895

販売費及び一般管理費 24,749 23,697

営業利益又は営業損失（△） △574 198

営業外収益

受取利息 21 31

受取配当金 14 24

その他 183 200

営業外収益合計 218 255

営業外費用

支払利息 87 76

為替差損 1,440 971

特許関連費用 － 213

その他 186 70

営業外費用合計 1,713 1,330

経常損失（△） △2,069 △877

特別損失

投資有価証券評価損 227 －

特別損失合計 227 －

税金等調整前四半期純損失（△） △2,296 △877

法人税等 27 635

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,323 △1,512

少数株主利益又は少数株主損失（△） △8 27

四半期純損失（△） △2,315 △1,539
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四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,323 △1,512

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △46 △212

為替換算調整勘定 △494 △550

その他の包括利益合計 △540 △762

四半期包括利益 △2,863 △2,274

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,861 △2,303

少数株主に係る四半期包括利益 △2 29
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該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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